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あたらしい標本管理㊧検索システム～GRMS～の誕生

坂巻幸雄(鉱床部)･小野晃司(地質部)

地質調査所はいま約3万3千点の標本を持っている.

この標本を有効に利用するために昨昭和50年8月から

コンピュｰタを使った新しい管理･検索システムGEM
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がスタ』トした.それ以来新規に受け入れる標本は

すべて新システムで処理されている.また以前に受

け入れられているものもこれからだんだん新システム

に移しかえられてゆくことになっている.

昭和47年度にはじ･まるGEMSの開発にはもちろん

所外のシステムエンジニアやプログラマのカを借りたが

基本的な構想を支えたのは実際に標本室の運営にあた

っている2人の専任担当者を含む標本室運営委員会お

よびそのなかの作業部会である通称｢コｰド化委員会｣

であった｡その意味でGEMSはこれらの人々全

部のチｰムワｰクの産物である.

これ讃での標本管理

博物館や大学をはじめ地質標本を管理している研究

機関や社会教育機関は多い.わが国の場合その臓と

んどは標本0)登録や検索にカ㎞ドか台帳を使ってい

る曲進んだとこるでホｰルン㎞ドカ㎞ドかマ㎞クカ

ｰドを採用している例もわずかだがある.反対に

現物とラベルがあるだけという場合もめずらしくはな

い.

地質調査所もこれまでは台帳とカｰド(標本名

産地鉱種等の3枚が1個の標本について作られる)

の併用方式で同時に国内産の標本で産地が明らかな

ものについては5万分の!地形図上にその位置がプ日

ットされていた.この方式はきわめて手がたいやり

方で当面特に大きい支障が生じていたわけではなかっ

たが将来の利用度の向上という点からはいくつかの

不安材料カミあった.

私たちは標本の提供者･利用者であって残念なが

らコンピュｰタや情報処理の専門家ではない.そのこ

ともあってGEMSの開発にあたってはシステムを使

う側としての発想が常にあった.1年間動かしてみた

が利用者の側から問題を考克ていたことにそれほど

大き荏間違いは校がったように思う.では｢考えて

いた問題｣とは何かそれらは実際にどのように怒っ

ていったのかを今の時点でふりかえってみたい.

その1っ･は研究者が標本室にいって台帳やカｰ

ドや地形図g77イノヒ幸砕らなければ目的とする標

本の有無苧匂かちな㌢･一という点である.仕事の密度

が年とと;もに濃く念っているいまこれはなかなか気の

重い作業である.収蔵されている標本の数がふえれば

ふえるほど(このことは本来は喜ぶべ蓄ことなのだカミ)

逆に検索の能率はおち見落し誤認の確率もふえる.

毛う1つは記録されている内容が基本的な項目

に限られている一という点である.その標本そ

の産地などについて分析値などの実験結果や記

載された文献がほしく柱るという例はしょっちゅう

ある.標本自体についても大きさ産状共生

関係などはカ』ドや台帳からは読め恋い.どこ

にしまってあるのか.自分の研究に少しカゲラ

がほしいのだがもらえるか一このような情報は

すべて専任担当者の献身的な努力によって記憶され

提供されてきていた.

しかし筑波研究学園都市へ移らおばなら放い同

は昭和54年度とせまっている.

移転にあたってはここにのべたような点が差

し当たっての障害になるだろうと当然予想された.

コンピュｰタによる標本管理はこの対策をたてる

写真1:これまで地質調査所で使われてきた標本台帳.岩石･鉱物･比肩の3

分冊･になっていてずっしりとぶ厚い.震災戦災の2度の災厄をの

りこえて今日まで蓄積されてきた標本の全記録である.�
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にあたってでてきた答のうちの一つである.

これまでどこでもこのような試みがされなかったこ

との理由の一つは文献関係の情報検索とちがって標

本などの場合は費用をつぎこみ手間ひまをかけても

恐らく引き合うまい一とのしごく常識的た読みカミあっ

たからだと思う.さいわいにしてGEMSの開発では

目先の経済効果をみてプラスかどうかという議論はほと

んどし狂いですんだ.しかしプラスは他の面で着

実にあったとみてよい.それは標本の果たす役割を

動的なものとしてとらえる視点が生まれてきたことそ

して地質学で扱う情報のデｰタ構造についてかなり

はっきりしたとらえ方ができるように狂ったこと一の2

点に象徴されるものであった.

｢静｣の標本から｢動｣の標本へ

地質の標本は人間の手の加わった工学分野の標本

ともまたおなじ自然科学のなかでも動植物の標本

などともことなったいくつかの特徴をもっている.

それをまとめて一口で言えばひとつひとつの標本の独

自性がきわめて強い一とでも表現されよう.そのた

めにいったん一つの標本をなくしたり使い切ったり

してしまえばそれと同質の標本をふたたび入手できる

機会は非常に少なくなる.極端た場合には石の切れ

目が研究の切れ目にもなりかねない.

このような危険は最近特に切実放ものになった.

たとえばここ十年ほどの間に大きな鉱山が次々と

閉山していった.鉱物産地として名の通ったところば

かりである.このようなところでぽ今後研究上の

必要がおこっても再び坑内にはいって必要な標本を採

集してくることはできない.一般の想像とは正反対に

いわゆる国土の｢開発｣カミ進めば進むほどフィｰルド

の条件は悪くなる傾向がある.

一方標本を使って研究を進める側でも近年テｰ

マの分化とフィｰルドと実験室の分業化が進むように

なってきた.この傾向が強まってゆくと一人の研究

者にとっては標本のもつ多様な情報の一部を活用した

だけでもうあとはご用済みとなる場合が多くなるだろ

う.そのうちの一部はこれまでも標本室に提出され

る習慣があった.きちんと記載がされた標本いろい

ろな意味で典型的なものあるいは特異なもの外見カミ

特に美しかったり大きかったりするものなどである.

そのほかの大部分に相当する標本は死蔵されたりは

なはだしい時には惜しげもなく捨てられたりしてきた.

一つには標本の収納スペｰスが不足していることもあ

るが基本的には研究者のイメｰジの中に標本室と

は標本をしまう(収蔵'･保管)ところかみせる(展示

･陳列)ところだという認識が根づよく残っていること

がこのよう恋結果につなカミっていたものと思われる.

一方では標本を入手する途カミますますせまく柱る.

しかし標本を入手したいという要望は少しも下火には

校らない.そうなるとやはりしまいこまれてホコ

リをかぶっている標本を研究者の手もとから広い場へ

移す必要がある.理想をいえぱいま研究中の標本で

も状況に応じて標本室に納めまたスムｰズに引き出

すことカミできなければならないのである.

これまでは標本の扱いはいわば｢静｣の立場で行な

われていた.今後はこれを｢動｣の立場でみてゆこ

うというのである.最初の予想をはるかに上まわって

この｢動｣の立場での標本の取扱いにとってGEMSが

有力な武器であることがだんだん認識されるようになっ

てきた.

写真を1写真2.･3･新しいデｰタ･シｰトのファイルと磁気チｰズ

写真3

これまでの台帳一ガｰド方式にかわって昨50年8月から切1り伽塔ら赴走.'=�
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GEMSによる処理手順の概念図

G･EMSによる標本管理の実際

そうはいってもGEMSの場合コンピュｰタに別に

変わったことをやらせているのでは狂い.使い方とし

ては単なる詞憶と判定のくりかえしである.その限

りでは一般の情報検索や在庫管理在とにも共通した側

面を持っている.ただ特徴として言えるのは扱う

デｰタ相互間の均質性がよく狂いこととデｰタ構造と

して文字情報と数値情報が混在していることである.

〔機器･プ1コグラム〕

この処理に用いているのは地質調査所でいま動いて

v･るT0sBAc3400/51機である.もともと科学計算

用の機種であるために演算速度は速いが人1出力が遅

く情報検索用の機種のように大きな記憶容量がとれな

いために実用に際してはいろいろな制約が生じている.

しかしこの制約は近い将来大型機の共同利用が可能

になれば解決に向かうだろう.

プ回グラム本体はCOBOLで書いてある.その内

〔入力〕

現在なにを入力しどう〉'う

流れで狂にを出力しているかは

第1図にそのあらましを示した.

まず提出者は第2図のような

デｰタ･シｰトに必要事項を記入

し標本に添えて標本室に提出す

る.このとき提出者が記入を

要請されるのは灰色で印刷され

た｢ワク｣と｢カゴミｰ該当する

項目に○をつける一｣の部分であ

る.

ここでたいていの提出者は

｢こんなにコマゴマと書かされる

のはたまらない｣という顔をする.

しかし利用者側からみれぱな

るべく多くの情報がほしい.こ

の二律背反は結局提出者側に

妥協することにした.どうして

も書いてほしい項目を6つにしぼ

りそれぞれ大ワクとしたのであ

る.これらと登録番号(標本

室で原則として受付順に与える.

識別符号R=岩石M=鉱物

F=化石とそれらにつづく5桁の数字から構成されて

いる)を欠く場合には原則としてはエラｰの扱いにな

る.しかしその他の部分は記入がなくても読みと

ぱして処理できる.これは不精者対策だけではなく

実は旧台帳･旧カｰドから転記･入力する際にも必要

底措置であった.

これに対して管理者一パンチャｰ用の記入らんは

混乱を防ぐ意味で黄緑色で刷った.特にコｰディン

グ用の領域は｢フシ｣と呼ばれている.

提出者が記入し標本室にまとめられたデｰタ･シｰ

トには登録番号をつけ運営委メンバｰの手でコｰデ

ィングをおこなう.そのゼロックス･コピｰは提出者

に受取として返される.パンチカｰドは1枚のデｰタ

･シｰトについてA-Fの6種1組が対応するがデｰ

タを全く欠くカ』ドは省略できる.逆に記入内容が

長く扱った場合A1Dカｰドは2枚までFカｰドは

9枚までつづけて使用できる.パンチずみ検査ず

みのカｰドはバッチ処理で読みこまれプルｰフリスト�
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が出力される.

入力側について

ところである.

設計上特に注意したのは次のような

(1)備考らんを設1ナた

ここには固定フォｰマットで書き切れないすべての補足

情報を英･数字モｰドで入れることができる.きめられ

た欄のない情報だとえば文献名分析値などを含め内容

は特に問わない.F1-9のカｰドに対応しいわばここ

だけ可変長フォｰマットに近い性格をもたせてある.い

まのとろこ入力した内容をそのまま出力してくるだけだが

近い将来この部分で検索を行なうことも可能である.

(2)産地名の記載はきわめて重要である.GEMS

ではA)行政区B)5万分の1地形図C)経緯度一海抜

という3種類の産地表示ができるようにした.行政区の

コｰディングにはJ工Sを5万分の地形図の場合は国土地

理院の方式をそれぞれ使う.多少の闇題はある添汎用

性を考えたためでもある.経緯度は海洋･砂漠用である炉

ディジタイザとプロッタを導入すれば一般の場合でも地

形図上から直接読取･作図もできる.行政区の合併･改

称に伴う原簿の修正はこれまで不可能に近かったカミこれ

からははるかに容易になる.

(3)岩体･地煽名などはキｰワｰドとして扱って該当

する標本のグルｰプを効率よくまとめて引き出すことカミで

きる.

(4)｢地質時代｣も産地名とならんで重要な項目である.

1つの特定の時代ある幅をもった時代などカミそれぞれ取

扱える.

〔出力〕

出力は現在標準型ラインプリンタによるリスト出力

に限られ第1図に示した5種の出力フォ』マットカミあ

る.外国とのリストを交換を予想しているので英･

数字モｰドで通すことにきめた.カナカミ便え住いのは

不便だが目をつぶることにした.

登録番号リストは名の通り登録番号順に出力され

入力されたすべてのデｰタを含むので原簿的性格が強

い.

標本名リスト産地リストはこれまでの標本名カｰ

ド産地カｰドにそれぞれ対応する性格のものである.

標本名リストは分類1･2の2つのコｰド(相互に

独立して与えることができる)で出力されそれぞれの

なかでアノレファベット順に出力される.たとえば

方鉛鉱はB40(Cu-Pb-Znore,etc.)とA10(su1冊e,

sulfosalts,(Se))のブロックにそれぞれ入っている.

分類のわくはかなり広義にとってあるので普通の目的

の場合には使いやすい.しかしリストを利用するの

阻大上の
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は地学の教育を受けた人という考え方が前提にあるので

通常の情報検索のようにたとえぱ同義語の提示のよう

なキメこまかさは見せていない.

産地リストではJISコｰド海外コｰドにそって出

力される.同一コｰド番号にいくつもの標本がある場

合には.分類コｰド順にソｰトされる.

地質単位リストは入力のときBカｰドに記入した地

質単位に対応してそれに属する標本のデｰタを打ち出

す.採集者リストも地質単位リストと同じように今

回あたらしくGEMSによって追加された部分である.

現在までのところこのように出力は5種類のリスト

め形で与えられそれ以上の高度の検索機能はも衣せて

いたい.したがって利用者はリストを参照しながら

自分の必要とする標本をえらぶことになる.一見こ

れはいままでの台帳一カｰドシステムと大差ないように

みえる,しかしもっとも決定的底ちがいがある.

それは均質で加工可能だかたちで情報が入力･収納

されているので今後は｢おしきせ｣の出力形式だけで

はなく処理手法に応じた利用法が期待できることであ

る.いわば良い材料を豊富に仕入れておけばあと

は料理人の腕次第で良い料理がどんどんできるような

ものである.

これらを通してみると第1段階として考えていた目

標はひとまず達成されたといえるであろう.

G廻皿Sの問題点と将来

実際に提出されてきたデｰタをみてまず最初に気カミ

つきそして対策を迫られたのはデｰタの｢ゆれ｣

であった.

�

｢ゆれ｣がおこる原因はいろいろある.一番根本的

なところでは基本となる分類体系白体が確定していな

くて細部で｢ゆれ｣がおこることがある.分類体系

白体がきちんとしたトリｰ(樹木)状の階層構造をも

っていれぱそれでは｢ゆれ｣がおこらないかといえば

決してそうではない.上位の名称を使うか下位の名

称を使うか異名の取扱いをどうするか一などという点

では研究者それぞれの間に微妙なちカミいがある.

これらをムリに統一することはとてもでき広いので

明白なミスや新しくデｰタが付加された場合を除き

標本名については提出者の表現をそのまま採用している.

適当な字引をコンピュｰタに記憶させておけぱこれ

らの｢ゆれ｣の一部は解消できよう.だが一定程度

は利用者側の常識でカバｰしなければなら恋い部分が残

るであろう.

受入側で一番｢ゆれ｣がおきやすいのは分類コｰド

をあてはめる時と考えられる.一方ではロｰマ字化

に際して地名人名等の不統一がおこることもありう

る.たとえば普通のラインプリンタでは長音符号が

使えないカミその際の書きかえの基準となるような有力

な規範はまだない.これらを含めてさまざまな点に

ついての標準化をいま急ぐ必要がある.

次の問題は入出力の機構の部分にある･

現在ある約3万3千点の標本についてのデｰタをすべ

て入力するためには相当の費用と手間がかかる.と

りあ先ずこれまでの台帳の内容の切換えは標本整理

のすんだ部分を重点に年代の新しいものから古いもの

へと順にさかのぼることを基本としたがネックはカｰ

写真4

写真4･5新･旧の収蔵設備.

部番号が打たれた.

GEMSでは収蔵場所も大事な入力デｰタである.

写真5

そのためにモ回ブタと棚あ一つ一つに全�
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ドのパンチにある.近い将来の入力方式はマ』クカ

ｰド方式から光学的文字読取装置(OCR)でデｰタ･シ

ｰトの内容を直接読みこませる方向へ進むであろう.

出力側でも近い将来もっと完全な形での多重検索

機能カミ要求されるであろうしその段階では当然のこ

と祖カミらラインプリンタによる作表だけでは満足でき

なくなると思われる.この目的に不可欠なのはGEM

Sにふさわしい会話型検索プログラムの開発とそれ

に見合った入出力機器の整備であろう.CRTディス

プレイやプロッタディジタイザなどが自由に使える

ようになればこの面での急速な前進は十分期待できる.

さらに最近文部省特定研究｢広域大量情報の高次

処理｣の進展によって姫路工大の弘原海(わだつみ)

清武らを中心として地学分野でのデｰタ･べ一ス･シ

ステムｰGEODAS一が開発された.先にのべた地学

情報のデｰタ構造の特徴もこの研究班での討議のなか

で明らかにされてきたものである.

GEODASはそれぞれ独自性をそなえた研究者ファ

イルを入力チｰタとしてそれらを総合的に管理し要

求に沿ったデｰタを選別して提供する機能を持つ.今

回くわしくふれる余裕はたいがGEMSのデｰタ･フ

ァイルを他の二三の研究者ファイルと共にGEODAS

のテスト･デｰタとして用いた結果は予想以上に満昆す

べきものであった.このことは将来'各研究機関･

各研究者の間でデｰタを集積し視点をさまざまに変え

た多様な検索をこころみることによって新しい課題や

テ』マを発見できる可能性を明確に示しているい

一定の方向づけを持った量の集積は必ず質的荏飛躍

をもたらすという.その意味でGEMSでいま試みら

れている実験はただ標本の取扱いの利便ということだ

けにはとどまらない.この試みを通じて地学デｰタ

の基本的存性質とそれらを取扱う際の具体的な手法が

今後→層明らかにできるものと私たちは信じて･v喝､.

･GEMSのデ■タ･シｰト記入のためには次の所内資料金

刊行されている.

地質調査所標本室運営委員会(1975):｢地質標本用ヂ]汐

シｰト｣記入の手引

･GEODASについては下記等を参照

弘原海溝(1975):測定尺度のラティスを持弓地学思デニタ

･べ一スニシステムの基本設計

姫路工大研究報告㎞28-A=17-27�


